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Q. エアゾールスプレーには環境や安全に影響を与える物質が含まれていることがあります。

下記の中で、あなた自身や家族にとって気になる問題、またはそれに近いものをお選びください。（選

択・複数回答可）

Q. エアゾールスプレーについて、下記の安全に関する問題を聞いたことや経験したことがありますか。

（選択・単一回答）

Q. あなたやあなたの家族のうち、誰のためにより安全なエアゾール製品を購入しますか。あてはまる

と思う方や、それに近い方をお選びください。（選択・3 つまで）
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Q. エアゾールスプレーを購入する際に、下記のうちどのような要素が重要ですかまたは、重要だと思

いますか。1～4 位まで重要なものから順に選んでください。

Q. あなたやあなたの家族はどのようなエアゾールスプレー製品を使っていますか（選択・複数回答

可）。

Q. どのようなエアゾールスプレーがより安全（燃えにくい、毒性や VOC が低いなど）だと良いと思い

ますか。あてはまると思うもの、またはそれに近いものをお答えください。（選択・複数回答可）
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消費者調査について

エアゾールの安全性に関する本消費者調査は楽天リサーチに委託し、2016年 12月 28日から 2017年 1月 5
日まで日本に居住する20から50代の日本人消費者800人に対し、オンライン調査形式で行いました。どのサン

プルにもサンプリング変動が見込まれます。変動の大きさは測定可能であり、質問数やその回答を選択した割合

に左右されます。本調査では、100回中 95回はサンプル平均と母平均の差が±2.08％の範囲内に収まります。

各属性の誤差の範囲は少し高めとなっています。


